
 

 

 

 

 

 

 

第１１回円空大賞受賞者が決定しました 

～円空大賞にテキスタイルデザイナー 須藤
すどう

 玲子
れいこ

さん 

円空賞に県在住の陶芸家 中島
なかしま

 晴美
はるみ

さんらが入賞～ 

県では、芸術文化の創出・振興とふるさとへの誇りの醸成を目的に、１９９９年度（平成１１年度）に円空

大賞を制定し、これまで１０回にわたり、立体造形、絵画、映像等の分野において、郷土の偉人である「円空」

を彷彿させるような顕著な業績をおさめている方々を顕彰してきました。 

 このたび、第１１回円空大賞受賞者を決定し、下記のとおり円空大賞に１名、円空賞には岐阜県在住の作家

を含む４名を選定しましたのでお知らせします。 

また、来年１月２０日から県美術館において、「第１１回円空大賞展」を開催し、県内の円空仏及び受賞者

の作品を展示するとともに、関連イベントを実施します。 

記 

１ 受賞者一覧 （詳細は別添「第１１回円空大賞 受賞者の選評および作家略歴・作品写真」参照） 

賞の名称 受賞者名 年齢 出身 職業等 

円空大賞 須藤
す ど う

 玲子
れ い こ

 ６８ 茨城県 テキスタイルデザイナー 

円空賞 

(50音順) 

David
デイヴィッド

 Nash
ナッシュ

 ７６ イギリス イーシャ 彫刻家 

中島
なかしま

 晴美
は る み

 ７１ 岐阜県 陶芸家 

舟越
ふなこし

 桂
かつら

 ７０ 岩手県 彫刻家 

三島
み し ま

 喜
き

美代
み よ

 ８９ 大阪府 現代美術家 

  ※年齢は２０２２年１月１日時点 

２ 選考経過について 

選考委員らによる受賞候補者の推薦を基に、下記の委員会において意見聴取・意見交換を行い、知事が決定 

第１回選考委員会：２０２１年 ６月１７日（木）（岐阜市）  

第２回選考委員会：２０２１年 ９月１４日（火）（岐阜市） 

３ 第１１回円空大賞授賞式・大賞展について 

○円空大賞授賞式 

・日時：２０２３年１月２０日（金） 

・場所：岐阜県美術館 

・内容：表彰、賞金（円空大賞３００万円、円空賞１００万円）及びトロフィー授与、受賞者スピー 

チ等 

○円空大賞展 

・日時：２０２３年１月２０日（金）～３月５日（日） 

・場所：岐阜県美術館 

      ・内容 受賞者作品展示、県内の円空仏展示、ワークショップやレクチャー等の関連イベント    

令和４年１月１８日（火）岐阜県発表資料 

  担 当 課 担  当 担 当 者 電話番号 

文化創造課 文化創造係 
西尾 雄介 

大坪 洋輝 

内線 2465 

直通 058－272－8378 

FAX  058－278－3529 



 

参考：第１１回円空大賞選考委員                           （五十音順） 

 

 

役職 氏 名 肩 書 

委員長 
さかい ただやす 

酒 井 忠 康 
世田谷美術館長、美術館連絡協議会理事長 

委員 

あんどう よしか 

安 藤 佳 香 
美術史家、佛教大学教授、密教図像学会常任委員 

しんぐう すすむ 

新 宮  晋 
造形作家 

たかはし しゅうじ 

高 橋 秀 治 
豊田市美術館長 

ながや みつえ 

長 屋 光 枝 
国立新美術館 学芸課長 

はせがわ まさしげ 

長谷川 公 茂 
円空学会顧問 

パトリシア・フィスター 

Patricia j Fister 
国際日本文化研究センター名誉教授 

ひびの かつひこ 

日比野 克 彦 

岐阜県美術館長、アーティスト、 

東京藝術大学美術学部長、 

東京藝術大学美術学部先端芸術表現科教授 

ヤン・ファン・アルフェン 

Jan Van Alphen 

ルービン美術館名誉館長、 

パレ・デ・ボザール名誉館長、 

元アントワープ民族学博物館名誉館長、 

アントワープ大学名誉講師、 

ボナムスオークションハウス（ニューヨーク）コンサルタント、 

アジア芸術専門家 


